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はじめに
　インドネシア共和国バリ州にあるバリ・プロテスタント・キリスト教会
（以下，バリ教会と略す）は，年に西南ドイツのNGOから支援をうけて
パンティ・アスハン・ウィディア・アシ㧛を開設し，貧困家庭の子弟を養育
し就学の機会を提供してきた。具体的には，㧡カ所のパンティ・アスハンを
順次設置し，現在では人を超える児童・青年を支援している。年に
ウィディア・アシ創立周年を迎えており，その年の歩みについては，別
掲のマストラ博士の論文を㧜参照されたい。他方，桃山学院大学（以下，本
学と略す）は，このバリ教会と協働して，年より連続して国際ワークキ
ャンプを実施し，今年（年）回を数えるに至った。ワークキャンプの
内容は，ジュンブラナ県ムラヤ郡ムラヤ村において，バリ教会立第㧝中学校
の敷地内にパンティ・アスハン第㧟ウィディア・アシを建設することであっ
た。年をかけてその施設を一応完成させた。年からは同郡のブリンビ
ンサリ村にあるパンティ・アスハン第㧜ウィディア・アシの改築に取り組ん
できた。これらワークキャンプの概要と今後の展望については，本誌別掲の
「桃山学院大学における国際ワークキャンプの課題と展望」を参照されたい。
　さて，観光の島として栄えるバリにおいて，かかる支援プログラムがなぜ
必要であるのか。そしてなぜ，本学がバリ教会に協働して支援するのか，が
問われる。バリ教会の元主教マストラ博士は，国際ワークキャンプ周年記
念誌に，国際ワークキャンプの意義について次のように述べているのが，こ
の問いへの手がかりになる。
　桃山学院大学のワークキャンプが年以来，ここバリ島において開
催されておりますことは，正しく神の摂理（御心）であります。という
のは，寄宿舎の建設によって，バリの恵まれない若者たちに援助の手を
差し延べようとするバリ・プロテスタント教会の計画を支えるものだか
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らです。なぜなら，バリのほとんど大部分の人々は，教育だけが彼らを
貧困の状態からよりよい生活水準へ引き上げる手だてであることを知り
ながらも，彼らの子供たちに小学校以上の教育を受けさせることが出来
ないでいる状況だからです㧝。
　「神々のすむ島」，「永遠の楽園」などと観光案内パンフレットに紹介され
ている「観光の島」バリ島のイメージからは，貧困の故に将来への夢と希望
を抱けない児童・青年が多数いるなどとは想像しがたい。しかし，バリ島に
も観光産業の恩恵を受けて光り輝く面と陽のあたらない影の部分があるので
ある。
　では，マストラが指摘するインドネシアにおける貧困とは，いかなる実態
であるのか。
　インドネシアは島嶼国家であり，,mクラスの高山と大小の島を多数
有し複雑な地形を形成している。それゆえ，道路事情・交通事情が地域によ
って格差があり，都市部から全く孤立した離島，山間僻地が無数にある。そ
の地形でしか興せない産業がある一方で，その他の産業を厳然として拒絶も
している。従って，地域によって人々の経済生活・社会生活は限定されある
いは多様性を極め，多くの経済格差を生み出している。
　その結果，就学年齢にありながら，就学しない，中途退学するといった事
例も各地でみられる。その数は極めて多い。そこには各種の要因が種々複雑
に絡んでいる。経済要因として，貧困のため学校に払うべき諸費用を捻出で
きない。地理的要因として，家から学校まで相当な距離があり，適切な交通
手段がなく，あってもその経費をまかなえない。社会的要因として，親の仕
事を代々受け継いでおり，早くから親を見習い，同じ労働に従事している，
等々がある。
　具体例をみてみよう。親が土地を持たない農業労働者で，日雇いで椰子の
木に登り椰子の実を落とすのが職業としよう。㧛本の椰子の木につき,
ルピアの報酬である。㧛日何本の木に登るのか。その技術の程度によって報
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酬額が異なってくる。祖父から父へ，父から子へと代々受け継がれていく職
業である。その職業については高い教育を必要としない。もし子どもが親の
後を継がずに，他の仕事に就くとするなら，その職業に必要な教育を受けね
ばならない。例えば，タクシーの運転手になるならば，運転技術，交通法規
についての知識，観光客相手の英語力等が必要となる。それらを修得するた
めには，少なくとも中学校を卒業し語学学校へ行くことになろう。そのため
には，日常の収入がその学校経費を賄う程度には多くなければならない。し
かし，椰子の実取りの日雇い労働者にそれだけの収入を上げる手だてがない。
それゆえ，希望を持ったとしても，その生活から脱出できないまま，世代交
代を重ね，先祖伝来の職業及び生活水準を継承していかざるをえないのであ
る。
　ウィディア・アシのパンティ・アスハンが社会的に貢献しているのは，か
かる貧困層の子弟に対してである。パンティ・アスハンでは，これら貧困層
の子弟を受け入れ衣食住と就学の機会を提供している。受け入れる教育機関
としてはバリ教会が所有する諸学校または公立の諸学校がある。その目的は，
子ども達に初等・中等教育修了の基盤を提供することであり，当人の希望と
意志，能力がマッチしたとき，それ以上の高等教育の機会を提供することで
ある。
　貧困と低い教育水準の悪循環は地球規模での問題といってよい。たとえば
大塚と黒崎は，それが解決困難な課題であることを次のように指摘している。
　世紀に入り，発展途上国における貧困削減へのグローバルな取組み
が加速している。貧困問題を解決するための第一歩は，人的資源として
の個々人の能力を教育によって高めることである。しかしながら，貧し
い人々は今日を生き抜くことに精一杯で，将来の豊かさを求めて子供を
学校に行かせる余裕さえないことが多い。貧困→低い教育水準→貧困と
いう悪循環を断ち切ることは，決して容易ではない㧞。
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　インドネシア・バリにおいても，貧困問題は深刻である。筆者はこれまで
に，パンティ・アスハン建設と奨学資金による教育支援の必要性を指摘し
た㧟。大塚らが指摘する貧困→低い教育水準→貧困の連鎖を断ち切るために，
パンティ・アスハンに居住する青年達がどのような職種を求めているのか，
その基盤としてインドネシアの教育はどのような状況にあるのかを紹介し
た㧠。そして，これらのパンティ・アスハンを運営しているバリ教会の組織
と経営内容について紹介した㧡。インドネシア政府は貧困を克服する施策の
一つとして，小・中学校の㧣年間をもって基礎教育期間として位置づけ，そ
の義務化を実施した。だが，学校諸経費がかさむため貧困家庭の子弟には中
学校への就学が困難である実態を報告した㧢。
　さらに筆者は年以来，貧困の指標である児童の発育と栄養問題につい
て共同研究㧣してきた。バリ教会立第㧜小学校の一般家庭児童に栄養不足事
例が多いことを検出し，その原因を確かめるべく調査研究したのである。イ
ンドネシアにおける栄養問題については早くから多くの調査研究がある。そ
のいくつかをみると，日本児童問題調査会がインドネシアにおける母子栄養
の現状と課題について調査し報告している。小林好美子は食生活と子ども
の栄養問題を調査報告している。栄養不足の要因には貧困のみならず，食
生活，栄養に関する知識不足も大きく関わっている。小林はジャワ島を中心
としてインドネシア人の食生活について調査報告している。さらに小林は
保健栄養事情についても報告している。インドネシア政府も栄養問題の改
善を重要施策として掲げ，多様な国際支援を得て改善プログラムを実施して
きた。それらのことが上記の先行研究のなかでも示されている。しかし，独
立年を迎えた今もなお栄養問題を克服しえないのである。そこには貧困，
低い教育水準，食文化等々が複雑に絡みながら悪循環しているものと推測さ
れる。
　本稿では，インドネシアにおける貧困と低い教育水準の悪循環について，
貧困率，非識字率，就学率の統計数字を基に分析し，筆者の見聞を交えつつ，
日刊紙『コンパス』と『バリ・ポスト』の記事によって，インドネシアにお
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ける貧困の具体像にせまる。
　なお，本稿は年度特別研修（長期海外）の成果の一部として報告する
ものである。
Ⅰ．インドネシアにおける貧困の実態
⑴インドネシアの現在
　年㧟月日未明，中部ジャワ南部のジョグジャカルタ地方をM.の
地震が襲い,人を超える死者を出した。㧠月日，その北のムラピ山が
噴火，さらに追い打ちをかけるように，㧡月日に中部ジャワ州南西部の海
岸線に地震と津波が襲いかかり，多くの被害と死者を出した。そして東ジャ
ワ州シドアルジョ県（スラバヤ市の南隣）では，火山活動によると思われる
が，地中から熱泥流が噴出し，幹線道路，鉄道，家屋，農地を埋没させてい
る。熱泥流によってたちまち㧛万戸以上の家屋が失われた。それまでにも，
雨季にはインドネシア各地が洪水に襲われ，多くの山林・田畑が流失し，幹
線道路が破壊されている。バリ島における爆弾テロという人災もさることな
がら，これらの天災が加わって，いまやインドネシア経済は困窮状態にある。
『バリ・ポスト』によれば，㧝人の女性が売春行為で逮捕された。彼女たち
の年齢は歳，歳そして歳であった。生活苦のなかで選ばざるをえなか
った道だという。貧困を克服するには基礎教育は言うまでもないが，実業
教育も必要である。つまり，生活の支えとなる専門的な知識・技術をもたな
ければ，高校や大学を出ても仕事がないのである。
⑵貧困率にみる貧困克服の苦悩
　国際協力銀行が発表しているインドネシアの貧困プロファイルの要約によ
れば，インドネシアの中央統計局（BPS）は，社会経済調査のデータに基
づき，都市部と農村部別に貧困ラインおよび貧困ライン以下の人口を設定し
インドネシア共和国における貧困と低教育水準
―  ―
ている。「貧困ライン」は「一人一日,キロカロリー相当の食糧と，それ
以外の必需品（衣服・住居・教育・保健・交通等の～非食品項目）を得
るのに最低限必要な支出水準」と定義され，ルピア（月額）で示される。
　インドネシア国家統計局が発表しているデータをみると，貧困については
次のような実態（表㧛）がある。
　年にインドネシアの貧困人口率は.％の高さにあった。スハルト大
統領（～年）は相次いで経済開発㧟カ年計画を推進し，年には
それを.％にまで減少させた。だがスハルトが～年の経済危機・
政治危機のなかで退任して政権が代わると，この貧困率統計も年調査を
基準に修正された。その結果，年の貧困人口及び率はこの表よりも高い
数値（.）を示すこととなる（表㧜参照）。
　その後，年半ばに始まった経済危機が大きく影響し，貧困人口率は
年に.，年に.と大幅に上昇した。この㧜年をピークに経済危
機は収束に向かうものの，依然として経済回復が困難な状況が続き，貧困人
口率の低下は遅々としている。
表㧛　年貧困線と貧困人口及び貧困率
貧困線（ルピア） 貧困人口率 貧困人口数（百万）
年 都市 農村 都市 農村 計 都市 農村 計
 , , . . . . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
 , , . . .  . . .
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⑶貧困克服政策の行き詰まり
　インドネシア政府は年に㧟カ年国家開発プログラムを採択した。そし
て，年度の㧣つの開発優先事項の一つとして貧困層の削減を設定してい
る。だが前節でみたように貧困層の削減は遅々として進んでいない。それど
ころか，統計データはまだ出ていないものの，年，年の貧困率は悪
化しているとさえ推測されている。報道が伝えるところによれば，石油燃料
価格の大幅な引き上げが，諸物価を高騰させ，貧困対策が期待した成果をあ
げず，さらにあいつぐ天災によって多くの資源を消失し，国民生活を大きく
圧迫しているからである。
　貧困対策を妨げている要因の一つに借款返済がある。累積した借款額が国
表㧜　年貧困線と貧困人口及び貧困率
貧困線（ルピア） 貧困人口率 貧困人口数（百万）
年 都市 農村 都市 農村 計 都市 農村 計
 *  ,  , . . . . . .
 *  ,  , . . . . . .
 *  ,  , . . . . . .
　 　 
. 
. 
. 
. 
. 
.
 *  ,  , . . . . . .
　 
. 
. 
. 
. 
. 
.
 *  ,  , . . . . . .
 * ,  , . . . . . .
 * ,  , . . . . . .
 , , . . . . . .
 , , . . . . . .
注㧛：年の標準（各年の消費パターンにシフトさせて計算）に基づく。
注㧜：年月の調査に基づく。
注㧝：月に通常調査に基づく。東ティモールを除く。
注㧞：年月調査に基づく。東ティモールを除く。
注㧟：ナングロ・アチェ・ダルスサラム及びマルクを含む概算の結果。
注㧠：ナングロ・アチェ・ダルスサラムを含む概算の結果。
注㧡： ナングロ・アチェ・ダルスサラム、マルク、北マルク、パプアの㧞州を含め、
年調査の消費見本を除外して概算。
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家予算を大きく圧迫し，貧困層の問題改善に着手できないのである。政府は，
その打開策として，貧者救済直接交付金制度と貧者救済米給付制度を実施し
た。貧者救済直接交付金制度とは，スハルト政権下で実施してきた石油燃料
費の価格統制をやめ，その補助金分を貧困層への救済金として給付する制度
である。支給額は㧛世帯当たり月額万ルピア，年額にして万ルピアを
年㧞回に分けて給付する。㧛回毎の支給額は万ルピアである。給付にあた
っては，国・州・県・郡・村へと救済金が送致される過程での基金の搾取・
流出を防止するため，該当者に直接現金として給付する方式を採用した。名
付けて，貧者救済直接交付金という。
　これまでの石油燃料費の推移をみると，スハルト時代に㧛リットル当たり
ルピアであったガソリンが，年にルピア，年にルピア，
年にルピアと徐々に値上がりした。年に大幅に値上がりした。
まず㧝月㧛日にルピアに引き上げられたのに続いて，㧢月に貧者救済の
ために石油燃料費の補助金を削減すると発表され，月㧛日にルピアか
らルピアへほぼ倍増した。このときまた，灯油がルピアからル
ピアへ約㧝倍増に値上がりした。
　貧者救済直接交付金制度は実施後まもなく頓挫に追い込まれている。給付
までの準備に手間取り，その間に石油燃料費の価格が予想外に急上昇し，交
通運輸費の上昇を招き，関連する諸物価が高騰した。それらは国民の生活を
大きく圧迫し，貧困層の生活を以前にまして窮迫させ，貧困人口を増加させ
たからである。第㧛回目に給付された万ルピアは焼け石に水となった。し
かも，国家統計局による貧困世帯の認定が不正確であり，対象外となった貧
困世帯がある一方，給付時点で新たに貧困層に繰り入れられる世帯が増える
など，様々な混乱を招いた。『コンパス』によれば，インドネシアの貧困世
帯は，中央統計局が持っていた最初のデータから万世帯（％）増えて
万世帯になったと推定されるという。この問題に対して，国家開発計画
国務大臣・国家開発計画機関議長パスカ・スゼッタは，この制度は物もらい
を増やしただけなので，新しいプログラムに変更するべく検討中であると語
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　二つめの貧者救済米給付制度も地域によって混乱をまねいている。『コン
パス』によれば，北ジャカルタのバワン・クボンという所で，登録されてい
るはずの貧困世帯世帯に救済米の分配がなかった。そして分配が公平で
はないとの抗議運動を引き起こした。その原因は，世帯調査時に村長事務所
の職員を同伴せずに国家統計局の職員のみで調査したために，認定が不正確
になったからだという。
　貧困対策の諸施策は期待したようには展開せず，さまざまな問題を引き起
こしている。貧者救済直接交付金方式による貧困克服策も，目下，代替策を
準備中である。その間にも，貧困の度合いが進み，貧困人口が増加している。
　『コンパス』によれば，南カリマンタン州で貧困世帯が増加している。
年㧡月日に開催された南カリマンタン地方首長調整会議で，州知事が
「南カリマンタン州の貧困世帯は,世帯（,人）になった。それは
総人口の％に達する」と発表している。それによると年の.％，
年の.％の貧困率に比して倍増したことになる。同じく，中部カリ
マンタン州でも貧困世帯が増加している。『コンパス』は，今年の貧困世帯
は.％に達したと報じている。それは年の.％，年の.
％の貧困率に比して倍増に届こうとしている。
　石油燃料費の上昇に連動した諸物価の高騰は失業者と貧困人口の増加を招
き，彼らの日常の食糧確保を困難にさせている。米を買えないので，普段な
ら家畜の餌にしている糒（ほしいい）を食べ始め，主たる副食であるテン
ペも買えなくなったので，ダゲ・テンペかアンパス・テンペにしている
地域がある。極端になると，しばしば絶食する場合もある。ロンボク島の
ある村に，椰子の葉の芯で箒を作り市場で売って暮らしている貧困世帯があ
る。その箒が全部売れたら，㧛日に,ルピアになる。その収入で㧠人が
生活をしている。箒が売れない日もあるので，しばしば絶食することになる
のだ。
　日常の食糧を安定確保できない世帯が全国的に増えている。それを食糧窮
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乏世帯と名付けよう。農務省食糧庁がインドネシアのなかの県について，
世界食糧プログラムと協力して食糧窮乏地図を作製した結果，県がそれ
に該当すると判明した。窮乏度を㧝段階に分けると，第㧛段階が県，第㧜
段階が県，第㧝段階が県となった。最も窮乏度の高い第㧛段階が多いの
は，東ヌサ・トゥンガラやパプアなどの東インドネシア地方である。西イン
ドネシア地方では北スマトラ州のニアス県が該当する。対策として，食糧自
足村活動プログラムを策定中であり，公開の場で内容を詰めていくと食糧庁
長官が発表している。
⑷貧困の実態
　石油燃料費の値上がりに伴い諸物価が高騰し，栄養価のある食糧を安定確
保できない状態が続き，栄養不良事例が増加している。国力を示す主要な指
標として，㧟歳未満児の栄養状態がある。上記のように日常の主食もままな
らない状態では，栄養不足症例が発生するのは必然である。年の月頃
から，『コンパス』は連日，各地域で㧟歳未満児に栄養不良・栄養失調が多
数発生していると報じている。以下，栄養不足問題の記事を紹介する。
　北スマトラ沖津波の被災地であったニアス島は，上記のように食糧窮乏地
域第㧛段階に認定されている。その認定以前から貧困のため栄養失調に罹る
㧟歳未満児が多くいた。その詳細を伝える記事があるので，次に紹介しよ
う。
①ニアス島僻地の事例─㧟歳未満児に栄養失調が増加
,人の㧟歳未満児が栄養不足に
ニアス島では㧣人の㧟歳未満児がクワシオコル（栄養失調）と確定した
　コンパス，グヌンシトリ支局発
　北スマトラのニアス島では,人の㧟歳未満児が栄養不足である。
その中の㧣人がクワシオコルと確定された。南ニアス県ロロマツ郡が発
表した新データだが，実態はそれ以上と推測されている。
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　ロロマツ郡保健所の調査によれば，,人の㧟歳未満児が栄養不足，
人が栄養不良，㧣人がクワシオコルに罹っている。「その村は昔から
食糧が少ないので，クワシオコルに罹る子どもがいる。彼らを訪問する
には不便な地域に住んでいるため，看護師達もあまり援助できないでい
る。保健所長のサバルディン・ハラワ氏は年の㧛月以降，保健所に
医者はいないと言った。彼は保健所の所長だが看護師である。ロロマツ
の住民のほとんどはゴムの木からゴムの樹液を採取する仕事についてい
るので，雨季には彼らの仕事がないのだ。この時期，彼らはバナナとタ
ピオカしか食べないでいる。ロロマツ郡は山間部にあり，その地域はニ
アス島のなかでも一番の高地にある。グヌンシトリから約Kmの距離
にある。その道は登り降りや破損箇所が多いので，グヌンシトリからロ
ロマツまでバイクで約㧝時間かかる。この郡はニアス島の中部地方に沿
った山麓にありカ村ある。その村のうちでバイクが走ることができる
のは㧡カ村でしかない，それほど道路事情がよくないのだ。
　そればかりか，ヒリワエブ，オラヒリ，サムブルという㧝つの村は，
オヨという名のニアス島でも最大級の河向こうにあり，交通を妨げられ
ている。
　栄養不良の㧟歳未満児の中でも，グヌンシトリの公共病院に入院して
いるのは㧣人でしかない。上述の村から病院へ行くには誰かの助けで連
れて行ってもらうか，歩いていくしかない。バイクに乗るならば,
ルピアぐらい払わねばならない。㧠人の㧟歳未満児が回復過程にあり，
グヌンシトリにある北スマトラ・エルサカ仮設診療所に入院中である。
そこで栄養不良の治療をしいる。㧠人の中の㧜人は㧝歳である。タリソ
キとムニタ・ライアである。今でもまだ歩けないでいる。北スマトラ州
ニアス地方のエルサカ仮設診療所の責任者ハリデ・マヌルングによれ
ば，彼らがグヌンシトリ病院に来たときの体重は㧟kgであった。㧛週
間ぐらい入院した後は体重が増えはじめ㧠kgになった。
　母親の一人であるサムブル村のアリテミ・ハラワさんは，今までにも
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子どもが一人グヌンシトリの病院に入院したことがある。㧛日に㧛回し
か子どもにご飯を食べさせていないと語った。ウキ村の歳になるサラ
トナ・ライアさんは，㧜ヶ月間ほど，母親と子どもは朝しかご飯を食べ
ず，そのほかはバナナとタピオカしか食べていないと語った。グヌンシ
トリ病院に入院している子どもの中に女の子が一人いた。サラトナ村の
ユリマワティという㧢ヶ月の乳児である。治療・訓練チームの責任者は，
近いうちにこの地域の問題を改善するために数人の医者を派遣する予定
だ，と語った。
　そのニアス県において，㧟ヶ月後に栄養不良の事例が急増した。ニア
スは上記のごとくゴムの採取が半年しかできない貧しい地域である。そ
こへ石油燃料費が上昇し諸物価が高騰したのである。『コンパス』の
記事に拠れば，ニアス県保健部が年の月と月に，調査を実施
した結果，測定された㧟歳未満児,人のうち栄養不良事例,人
（.％）と栄養不足事例,人（.%）を検出した。その総事例数
は,人となる。ニアス県保健部栄養係長は，もしもニアスの全ての
㧟歳未満児（総数,人）を測定したならば，栄養不足と栄養不良事
例と確定される数はもっと増えるだろう。治療されている㧟歳未満児は，
人里離れ隔離された地域の出身であり，これらの村は地理的に交通が不
便な地域であり，保健機関へもアクセスしにくいため，㧟歳未満児の健
康調査もまれである。いま，保健部は約,人の㧟歳未満児を援助し
ている，と談話している。
　アンダラス大学医学部小児栄養の専門家も，短期の栄養不良は体の抵
抗力を弱め罹病と死亡の原因となる。長期の栄養不良は知性，創造性，
生産性といった人的能力の質的低下の原因になる，と指摘している。ニ
アス県では，㧟歳未満児の栄養問題を制圧するため，両親が栄養と健康
問題についての知識を身につけることを期待して，全カ所の各合同
サービス出張所で補食を提供し，補食の調理デモンストレーションを実
施する予定である，と『コンパス』は報じている。
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　ニアス島における栄養状態を伝えるこれら二つの記事から，貧困の実態と
その深刻さが明らかに読み取れよう。しかし，これはニアスに限られたこと
でない。
　さらに，都市部における貧困の実態を伝える記事があるので紹介しよう。
②都市の貧困─朝は学校・昼と夜はゴミ集め
　デフィ・ラマンダ歳は先週の土曜日の夜，肩にナイロン袋をかつい
で，タングラン市のチポドンクにある「国の秘書」という名前の通りに
沿って歩き始めた。両親の負担を軽くするため，ムスタファA㧛中学校
㧛年生の生徒が，学校が終わってからゴミ集めを始めてもう㧠ヶ月にな
る。
　デフィ一人ではなかった。彼は父親のムハマド・ラムダン歳と二人
の兄イヴァン・ボフィアナ歳，イラワン・ムンジャル歳と一緒にゴ
ミ拾いをしているのだ。イヴァンはスロポンという地域にある私立高等
学校の㧛年生である。もう一人のイルワンはデフィと同じ中学校の㧜年
生である。
　毎日，デフィとイルワンは学校が終わると家に帰ってくる。㧝時から
彼らはプラスチック製品，段ボール紙，ミネラル・ウォーターの空き瓶
とブリキ缶を集めている。水浴びをしてからお祈りをするために，一度
家に帰ってくる。夜には，ゴミ集めをするために，ふたたび住宅団地の
周辺に出て行く。彼らはしばしば，夜遅くまで家にもどらない。
　㧝月㧟日の土曜日，最初は恥ずかしかったけれども，本当に貧しいの
だから仕方がない，とイルワンは語った。最初は恥ずかしいけれど，両
親のためだ。デフィとイルワンのような例は少なくないと語った。
　子ども達が学校でたまに友達から臭い臭いと言われるらしい。そのこ
とを聞いたときは悲しくなった。しかし，子どもは度々私を和ませてく
れる。デフィは「おかあさん大丈夫，恥ずかしがらないで，これが本当
の状態なのだから」と慰めてくれる。今度は私が代わりに彼らを慰めら
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れるようになりたいと，ウンダン・カシパ歳は苦笑しながら言った。
そして，心が晴れたので，これからは子どもの言葉に見習いたいと語っ
た。
学校にはまだ支払っていない
　ラムダンは子ども達と一緒に集めたゴミを売り，日ごとに万ルピ
アの収入を得ている。ついでそのお金は㧛日㧜リットルの米を,ル
ピアで買うためにあてているが，それには副食費が含まれていない。通
学交通費はイルワンとデフィの二人分で,ルピアなのに，高校生の
イヴァンは遠いから一日,ルピアにもなる。その費用を払うために，
稼ぎの万ルピアから分けていると語った。
　この㧝月までに，彼らの両親はイルワンの学校経費万ルピアをまだ
払っていなかった。その明細は授業料，施設費，入学金，㧛セメスタの
本代，コンピュータ使用料である。毎月，学校からの請求明細書は
,ルピアにも及ぶが，㧜年前からずっと払っていないのだ。同じ細
目で，未払いの学校経費はイヴァンが万ルピア，デフィが,ル
ピアになっている。
　私と同じようにならないように，私の子ども達には賢くなってほしい，
と小学校㧝年生までしかいっていないラムダンは語った。
　彼たちはラジオさえもっていない，どうしてTVがもてるだろうか。
電気料金は隣の家族から援助を受けている。以上，デフィ兄弟と両親の
生活実態を紹介した。
③バリの実情─生きた骸骨のように
　相対的にみて貧困人口率が低いバリ州においても，実態の深刻さに変わり
はない。年のデータでは，貧困線,ルピア，貧困人口.千人，
貧困人口率.％となっている。バリの貧困率はこれでも南カリマンタンの
.％に次いで第㧜位の低さである（ジャカルタ首都特別州はデータがない
ので除外）。この数年，バリ島の一般事業所での平均賃金が月額万ルピア
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だと言われている。それを基準にすると，年の貧困世帯の月収,
ルピアは余りにも低すぎる。このことから，絶対貧困という印象を受けざる
をえない。
　この数年来，バリ島で見かける新しい光景がある。それは各所の交差点で，
信号待ちをする車に近づく新聞売りである。年前には見かけなかった光景
である。年半ばに襲った経済危機以降，他の島からの出稼ぎ労働者の増
加と相俟って急増した。その光景に加えてごく最近では，観光地へつながる
主要な交差点で物乞いする児童・幼児の姿がみられる。その子どもたちはバ
リ島東部のカラアスムから来るバリの子どもたちであるという。また，乳児
を抱いて物乞いする女性のグループもみられる。州政府及び警察では，彼ら
を保護し居住地にもどしている。警察から県の社会福祉部に引渡され，そこ
で水浴と食事が与えられ訓戒されて村に連れ戻される。しかし，しばらく日
数が過ぎると，また彼らはバリ中心部に物乞いのために出かけていく。この
繰り返しが続いているというのだ。また，物乞いは遠方の貧困地域から来る
だけでなく，交通量の多い一般の交差点で物乞いをしている近在の児童を見
ることもある。
　今，法律を改正し村のアダット法と連携して物乞いを禁止するべく作業
中である，と聞いた。新聞やTVを通じて，物乞いへの喜捨は問題の本質的
な解決にならないから応じないように，とも報じている。だが，時々，交差
点で,ルピアほどを喜捨される児童の姿もみられる。スウィクラマ館長
は，「その子どもにとって，その喜捨は今日の喜びになっている。だが，彼
の将来はどうしますか。学校へ行かず教育を受けないで，仕事がなく，誰か
らも相手にされなくなりますよ。そのときは取り返しのつかない大きな不幸
が彼に押し寄せてきます。喜捨する人はその責任をとれますか。とらないで
しょう。だから，その子は施設で養護されるべきです。しかし，施設の数が
足りない。彼らを支援するスポンサーが足りない」と，嘆くのである。
　筆者が寄宿するパンティ・アスハン第㧞ウィディア・アシの敷地に入り込
んできて物乞いをする男性がいる。年の頃代半ば，㧛歳過ぎの幼児を抱き，
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右手を出して何かを語るのだが，言葉の意味がわからない。おそらくバリ語
なのであろう。交差点で物乞いしていた児童の将来像を見た思いで，胸がつ
まった。
　次に，バリにおける貧しさの一例を『バリ・ポスト』から引用しよう。
カアラアスンで石油燃料費対策直接支援金の対象から外されていた㧟年
間，クトゥッ・ブディは生きた骸骨のようであった
　イ・クトゥッ・ブディ歳はカラアスム県アバン郡ピドピド村に住む
貧困家庭の若者の一人であり，彼は極めて不幸な運命にある。横たわっ
たままで㧟年間を過ごしてきたのである。彼の健康状態は悪くなりはす
れ，改善される見込みがない。彼の今の身体は骨と皮だけである。それ
どころか，近所の人々全てが彼のことを生きている骸骨のようだという。
　彼は㧣人いる同胞のうちの㧠番目であり，大事にされた感じがほとん
どなかった。貧しい家庭に生まれ，小さいときから病気がちであった。
そればかりか，彼は歳になったとき重い病気に罹った。それ以来，彼
は回復したことがない。本当は，彼には食欲があるのに，そのように痩
せている。「私たちの弟クトゥッ・ブディは，本来食欲が強いのだが，
同胞が多いので食べ物がしばしば足りなくなるのだ。私たちは仕事があ
れば働くだけの農業労働者にすぎない」と，兄のイ・ヌガ・チャリクさ
んは語った。
　その家族の苦悩は，家長のイ・ワヤン・トゥベルさん歳までもが麻
痺したときに，さらに重くなった。彼の農業労働とは椰子の木に登って
実をとる仕事だ。一本の木につき,ルピアの給与である。椰子の実
をとるときに彼は木から落ちてしまった。
　これは貧しく教育のない人がいつも犠牲になっていく一例にすぎな
い。貧しいうえに身体麻痺があり，子どもの一人は生きた骸骨のようだ
と言われる栄養失調に罹っている。イ・ワヤン・トゥベルの家族は，石
油燃料費対策である貧者救済直接交付金の給付を受けていないことが明
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らかになった。ところが，その農業労働者トゥベルが住んでいる家はピ
ドピド村の村長事務所の前およそmの所にある。「私たちは訴え出る
ことを怠けていた。貧しい家族のデータを収集するプログラムが何回か
実施されたが，私たちを登録するために訪ねてくる担当者はこれまでに
いなかった。このように貧しく知恵のない者はどこへ訴えるべきなのか
を，誰も知らないのだ」と，トゥベルの隣人の一人が話した。彼も石油
燃料費対策の貧者救済直接交付金をもらえなかったのだ。
　その村長事務所の前に住む貧しい㧜家族の例は，国家統計局の担当者
によって記録されなかったのだ。そのことを，アバン郡の郡長とカラア
スム県の地方担当部第㧜補佐官イル・イグ・アドニャ・ムリアディは，
先週の金曜日㧞月日にあった村の祭りに出席した時に知ったばかりで
ある。その祭りに参加した官吏全員がピドピド村の住民に請願されて，
その㧜軒の貧しい家族の家に立ち寄った。彼らはトゥベルの子どもイ・
クトゥッ・ブディ歳の状態を見て，気の毒に感じたようにみえる。ア
バン郡の郡長IBR・スアスティカはズボンのポケットをさぐって，㧛万
ルピアを差し出した。
正常出産
　そのトゥベルさんとニ・クトゥッ・ボンコッさん歳の㧣人の子ども
達のうち，㧠人は正常に出産した。とはいえ貧しさの故にボンコッが妊
娠してから，摂取した食事内容は栄養不足だった。その結果，その子は
生まれてから病気がちだった。ブディは歳の時に重い病気に罹った。
今でも彼の状態は回復していない。彼の身体は，皮膚が乾燥しており骨
と皮だけである。ブディの身体状態は正視しがたかった。頭が大きく，
皮膚は乾燥し，長い足は骨張っておりその膝関節が見えていた。彼の年
齢は歳を過ぎていたけれども，その声は女の子のように小さかった。
第㧜補佐官イル・イグ・アドニャ・ムリアディは，ブディの声を聞いた
とき女の子と感じたので，ずっと勘違いしていた。
　ブディの兄イ・ヌガ・チャリック歳は，彼の弟はクルンクン県やバ
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ドゥン県にいる何人かの呪医に治療してもらっただけであると語っ
た。病院で治療してもらいたかったが，費用がなかった。「私たちは農
業労働者でしかなく，畑をもっていない。雨季の初めや植え付け期に畑
を耕す仕事があるだけだ。もし仕事があれば，一日の賃金が㧜万ルピア
になることもある。経済危機があって食糧の値段が上がったとき，毎
日の収入が米を買うには十分でなかった」と，小学校を修了していない
青年チャリックが話した。
　トゥベルの子どもブディは，家族のそのような世話でやっと生きてい
るだけなのだ。それに，大小便をするために出ていきたい時は，いつも
助けが必要だった。
　ブディ家族のような運命は，カラアスムでは数限りなくある。東スラ
ヤ郡アンチャ村のタムビル家族も，上記のような状況とそれほど大きく
は違っていない。タムビルの㧜人の子どもは視覚障害者であり，その他
の㧜人は精神と身体に障害があり，妊娠中から栄養不足に罹っていたか
らだと推測される。バリ島東端にあるその地域の村では，タムビル家族
だけではなかった。石の多い不毛なその地域では，住民の多くが貧しく，
イ・ニョマン・ラユ歳のような人もいる。彼の㧝人の子どもうちの㧜
人は栄養失調の前兆を示していた。その問題の原因は，ラユが家族の生
活を支える能力が強くなかったからだ。彼には仕事がなかった，漁師の
喉頸を絞めるように石油燃料費の値段が上がってしまったから，沖へ乗
り出す元手も持っていなかった。
　ピドピド村に住む貧しい家族の例について話したが，彼らは石油燃料
費対策の貧者救済直接交付金が得られるようには登録されていなかっ
た。トゥベルのことは知られてもいなかった。しかし，その他の戸の
貧困家族も新たに登録されたばかりだった。その交付金を得るには国家
統計局が設定した項目のうち㧣項目以上に該当しなければならない。
そのことに照らすと，ピドピド村住民の％がその基準に合致しており，
その交付金を得る権利があるのだ。
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　栄養問題の事態はますます悪化している。年㧡月末，東ヌサ・トゥン
ガラ州クパン県の公共病院に人が栄養不良で入院している。そしてつい
に，南カリマンタン州で人の乳児が栄養不良のために死亡する事態にまで
至った。㧢月日，東ジャワ州の貧困人口率は，統計局調査の結果，
年度データの％増を記録したと伝えられた。東ジャワ州知事の説明によれ
ば，石油燃料費の上昇が失業者増加をうみ貧困人口の増加を伴ったのが原因
だという。他方，同日『コンパス』のトップ記事は，国家統計局発表の貧
困人口数に疑念があると報じている。政府は，貧困率は年の.％から，
年には％に減少したと発表し，副大統領はそのデータは正確であると
言明している。だが，それを信頼できないというのである。この統計データ
の真偽を巡って議論が噴出している。しかし，大統領は議会ではこの貧困統
計問題をこれ以上議題として取り上げないとしている。これら一連の政策
問題は，国民に深い疑念を抱かせ，政府への信頼を揺らがさざるをえない。
Ⅱ．インドネシアにおける就学と非識字の実態
　前章ではインドネシア共和国における貧困の実態についてとりあげた。ス
ハルト政権下（～年）で漸次改善されてきた貧困率も，年の経
済危機によって後退し，その後の改善策も遅々として進んでいない。年
に実施した貧者救済直接給付金施策も期待通りに進展せず，かえって諸物価
の高騰と貧困人口の増加を招き，庶民の生活をいっそう圧迫している。加え
て，相次ぐ天災が人々の生活困難度をより一層増幅させ，深刻な栄養不足問
題までも招来していることを具体的にみてきた。
　大塚らの指摘にもあるように，貧困は低い教育水準の階層を生み出し，そ
の階層が貧困に苦悩し，その貧困からの脱却を妨げられて，さらに貧困世代
を再生産していく。この章では，その貧困→低い教育水準→貧困という悪循
環の構造を解明するべく，インドネシア共和国における教育制度を概観し，
基礎教育機関での就学率と非識字率について分析する。
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⑴インドネシアの教育制度
　インドネシアでは，年憲法の第条第㧜項に基づき，国民教育法が制
定された。年㧝月日には年第㧜号法として国民教育法が改訂され
ている。この改訂により，小学校までの義務教育課程に中学校課程を含め，
㧣年間をもって基礎教育とするように位置づけられた。年㧡月㧢日，メ
ガワティ大統領によって，年第号法として，再度，国民教育法が改訂
されている。この改訂のポイントは，①教育における地方行政自治権の拡大，
②学校運営に地域住民が参加，③宗教教育については，各宗教の授業を専任
する教員の配置と，各宗教の祈祷所を設置することを義務づけたこと，④幼
稚園教育を非公式教育として位置づけたこと等があげられる。
　教育制度は日本と同じく，㧠・㧝・㧝・㧞制である。中学校卒業後は，普
通科高校を経て大学へ進学するコースと，職業高校を経て就職または高等専
門学校（㧝年制）へ進み，その後就職または大学へ進学するコースがある。
その概要については，本誌掲載のTHE INDONESIAN EDUCATION 
SYSTEMを参照されたい。
⑵就学及び進学状況
　スハルト政権下で実施された相次ぐ（～）経済開発㧟カ年計画に
よって，経済発展がすすみ就学率・非識字率が改善された。現行の新国民教
育法では幼稚園も非公式教育機関として位置づけられた。表㧟によって
年の就学率をみると，幼稚園で％を記録している。小・中学校㧣年間の基
礎教育の就学率をみると，小学校年齢層で.％，中学校年齢層で％であ
る。とはいえ，両者共にその就学率は％に達していない。この不就学問
題については次節で取り上げる。高校就学年齢層の就学率が％であり，日
本の高等教育機関への進学率にほぼ類似している。単科大学，総合大学，高
等専門学校等の高等教育機関への就学率は.％にすぎない。高等教育は高
値の華であり，高等教育修了者はエリート階層となっている。歳以上での
就学率も若干みられる。これは大学院課程に就学している事例以外に，学費
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を貯蓄してから就学するものや，一時休学または退学の後に復学する事例が
あり，それらを示すものである。
⑶不就学率
　次に，小中学校における不就学についてやや詳しく取り上げる。前節で見
たように，小学校での不就学は中途退学も含めて.％，中学校では同じく
％である。
　年の統計値によれば，㧡歳の人口が,,人であるから小学校
での不就学者実数は,人に昇る。おなじく歳の人口が,,
人であるから，中学校では,,人に達する。この子どもたちが就学・復
学しないままに成人し，非識字者につながり，単純肉体労働者として貧困層
を形成していくものと推測される。さらに，その彼らの生活水準の低位性に
も想像がつこう。そして，その家族もその経済的低位性から脱出できずに継
続されていくのである。
表㧟　㧟歳年齢階層別純就学率（年）
未・不就学 就学中 再就学をしない 計
㧟～㧠歳 . .  . .
㧡～歳  . .  . .
～歳  . . . .
～歳  . . . .
～歳  . . . .
～歳  .  . . .
歳以上 .  . . .
表㧠　不就学率の表
不就学 中途不就学
㧡－歳 －歳 －歳 㧡－歳 －歳 －歳
. . . . . .
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　㧡歳層で就学を継続しない理由をみると（表㧡），学校経費がないとす
るものが.％を占めていて，圧倒的に多く，就労または生活費を稼ぐため
とするもの.％がこれに続く。すなわち全体の㧞分の㧝は経済的事情（つ
まり貧困）の直接的な結果なのである。このほか，農村部では学校までの距
離が遠いとするものが.％と都市部に比べて多くみられる。恥ずかしくて
嫌だとするものが.％，結婚・家事が.％，教育はもう十分とするもの.
％などが注目される。
　就学の継続を困難にしている最大の理由は学校に支払う経費を調達できな
いことにある。就学を困難にしている学校関係経費の内容をみると，次の
表㧢になる。
　授業料の中には，図書費，コンピュータ使用料，保健費等も含まれるがそ
の経費が大きく家計を圧迫している。年の㧡月から月までの㧠ヶ月間
に学校に支払った経費の全国平均値をみると，小学校で,ルピア，中
学校で,ルピア，高等学校で,ルピア，高等教育機関で,,
ルピアである。
表㧡　㧡歳にみる地域別・性別就学を継続しない理由
都市部 農村部 合計
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計
経費がない  .  .  .  .  .  .  .  .  .
恥ずかし 
くて嫌   .   .   .   .   .   .   .   .   .
就労・生活費
を稼ぐ   .   .   .   .   .   .   .   .   .
結婚・家事   .   .   .   .   .   .   .   .   .
就学不許可   .   .   .   .   .   .   .   .   .
遠い   .   .   .   .   .   .   .   .   .
十分   .   .   .   .   .   .   .   .   .
障害   .   .   .   .   .   .   .   .   .
その他   .   .   .  .   .  .   .   .   .
計 . . . . . . . . .
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　都市部と農村部では学校経費支払い困難度に格差がある。それは所得格差
を直接反映しているといえよう。さらに通学に要する交通費とは，家から学
校までの距離が遠く，交通手段が不便であることを示している。農村部では，
小学校が各村に設置されているが，中学校は郡事務所所在地にしかなく，中
学校への就学義務化に応じた増設がなされず，既存の中学校を利用して朝・
夕の㧜部制をとっている。都市部では私立学校が多く開設されているが授業
料負担を伴っている。
　年㧡月日の『コンパス』は，ジャカルタで歳未満の子ども万
人が家内労働や産業労働に従事していると報じている。その子どもたちの
中には，不就学の子どもばかりでなく，就学児も多数含まれている。生活の
ため，学校経費を稼ぐために，多くの子どもが安価で危険な労働に携わって
いるのである。就学状況と児童労働の実態からみれば，インドネシア共和国
は年第号法「児童擁護法」を制定しているものの，児童の権利擁護に
はほど遠い実態があるようだ。
表㧢　学校経費の内訳と支払い困難率
小学校 中学校 高等学校 高等教育機関
授業料 都市部 . . . .
農村部 . . . .
合計 . . . .
教科書 都市部 . . . .
農村部 . . . .
合計 . . . .
交通費 都市部  . . .  .
農村部  . . . .
合計  . . . .
その他 都市部 . . . .
農村部 . . . .
合計 . . . .
インドネシア共和国における貧困と低教育水準
―  ―
⑷非識字率
　貧困の主要要因として生産財と生産手段を持たないことがあげられる。生
産手段は教育およびその基礎的な成果としての識字力と深く関わっている。
　年のインドネシアにおける歳以上の非識字者の数を年齢階層・性別
にみると，次の表㧣になる。
　全国値でみると，％強の人が非識字者である。男女別では男子に対して
女子が㧜倍以上となっている。特に歳以上の年齢層（年以前の誕生）
で非識字者が多いのである。なぜこのように，年齢階層によって非識字率に
格差がみられるのか。
　オランダ植民地時代の一般大衆のための学校教育は劣悪な状態にあった。
その末期の年において小学校就学率は㧛割以上だが㧜割に届かないと推
定されている。しかも，そのほとんどがインドネシア語ではなく地方語を
教授用語とする㧝年制の村落学校である。インドネシアが主権国家となっ
た後の年，非識字者問題の解決を重要課題としてかかげ，教育法を制定
し，小学校㧝年生までは各地方語を教授用語とし，㧞年生以上の学年・学校
でインドネシア語を唯一の教授用語と定めた。しかし，教室，教員，教材・
教具が不足する中，初等教育の完全就学は困難であり，もし小学校㧝年生で
中途退学したならば，インドネシア語を学ぶ機会をもたず非識字者にならざ
るをえなかったのである。初等教育就学率は年の％から，年には
％へと大幅に上昇したものの，この数字は依然として半数近くが取り残
されていることを示している。歳以上の年齢層は，独立以前の劣悪な状態
を引き継いだ独立初期の教育環境未整備の状況に育ったのである。インドネ
表㧣　歳以上年齢者にみる性別非識字者率
歳 歳 歳以上 歳以上の計
男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計
全体 . . . . . . . . . . . .
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シア建国の以前および初期の頃には，教育の機会に恵まれる者が多くはなく，
その彼らが非識字者層を形成したものと推測される。その後，スハルト政権
は相次ぐ経済開発㧟ヶ年計画によって，教育の量的拡大を推し進め，小学校
の就学率は年に％，年には％に達した。とはいえ，中途退学や
留年が多く，小学校卒業者は入学時の％前後に止まっている。こうした
数字は，著しい改善を示す一方で，そこから取り残された人々もかなりの数
に上ることを示している。この人々が貧困と低水準教育の悪循環のなかに置
かれていると推測される。
　この歳以上の非識字者率を州別で捉え直し，全国値以上の数値を示す州
をまとめたものが，次の表である。インドネシアの東部に非識字者が集中
している。
　国家統計局が実施する実態調査に多くのもれがあり，前述のように貧者救
済直接交付金および貧者救済米の給付を得られなかった事例が多数あること
を前章でみてきた。彼らは国家政策上の正当な保障から除外されていたのだ。
そして彼らも，国や地方政府が実施する実態調査の意味や目的，自己との関
わりを認識し，自己の権利を主張する手だてをもっていなかったのである。
表　歳以上年齢者にみる性別非識字者率
全国値を超える州
総計 歳以上
男子 女子 男女の計 男子 女子 男女の計
中部ジャワ . . . . . .
ジョグジャカルタ . . . . . .
東ジャワ . . . . . .
バリ  . . . . . .
西ヌサトゥンガラ . . . . . .
東ヌサトゥンガラ . . . . . .
西カリマンタン . . . . . .
南スラウェシ . . . . . .
イリヤンジャヤ . . . . . .
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それらの問題は識字能力とも深く関わり，人々の貧しさを増幅させている。
歳以上の年齢階層の人々が就学の機会に恵まれず識字能力を持ちえないま
ま，貧困→低い教育→貧困の悪循環を断ち切れないできたのである。
　この非識字─貧困問題に対して，政府は非識字者削減方策の一つとして，
学校外における学習の機会を開いている。①その目的は生活の地位と質を
上げるように自らの経験を伸ばし成長発展することを支援する。②上級学
校・高等教育機関へ進めるように知識・技能・態度を育成することを支援す
る。③学校教育の中で満たすことのできない学習ニーズにあったプログラム
を提供することである。そのプログラムの中で展開される教育の種類には，
一般教育，宗教教育，職業教育，公務員教育，技能教育といった分野がある。
その運営は政府の管理の下，一定のカリキュラム，教材，教員資格をもった
教員によって，集団学習方式で進められる。このプログラムに連動するもの
として小学校課程と中学校課程の自学自習プログラムとして，パケッAとパ
ケッBもある。これは小学校や中学校に就学できなかった者，中途退学し
た者が小学校課程を修了するためのコースである。教育指導者の家，村の集
会場，小学校や中学校を利用して午後㧝時又は夜間に開かれるグループ学習
塾である。これも政府の管理の下に運営される。そこではモジュール式の自
学自習教材をもとに，教育者資格をもつボランティア教員によって，小学校
課程，中学校課程を修得できる。修了者には修了証を発行し，小学校又は中
学校課程を修了したと認定し，上級学校への進学を許可する。これら小・中
学校課程以外に高等学校課程であるパケッCプログラムも制定されている。
就学年齢以上の者がこれらのプログラムを利用して，小・中・高校の課程を
修了し，識字者となる機会が設けられている。インドネシアにおける学校外
教育を紹介する研究書のなかに，その実践例があるので，筆者と山本が訳
した。さらに，筆者はスラバヤ市にあるペトラ大学のヨセファとリーの協力
を得て東ジャワ州スラバヤ市において，さらにバリ州ジュンブラナ県におい
て，それぞれ実践されている自学自習プログラムについて調査報告した。
インドネシア全体でみると，自学自習プログラムに参加しているのは，不就
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学または途中途退学者のうち小学校課程で.％，中学校課程で.％であ
った。
　もし非識字者がこれらのプログラムを利用し学習を進め識字者になったな
らば，貧困状態を克服する機会が広くなるであろうと推測される。しかし，
現実には，利用者率からみても，それもまた容易なことではないようである。
かくして，就学年齢に即して適切な教育の機会に恵まれない場合，そのハン
ディを埋めることは難しいといわざるをえない。かくして，初等教育の普及
率が高まるなかで，歳以上の年齢層が非識字状態に取り残され，貧困から
の克服を達成しがたい状態におかれている。さらに，その歳以上の非識字
者の子弟も，学校経費をまかなえず就学できない，就学しても中途退学する，
上級学校へ進学しがたいといった事態を再生産していく。貧困と低教育水準
の悪循環という源になっているのである。
　解決策としては，バリ教会が貧困家庭の子弟をパンティ・アスハンに受け
入れ，基礎教育を保障し，かつ高等教育への機会を広げているような事業の
拡大と発展こそがまたれよう。さもなければ，若い世代で就学率が上昇し貧
困克服への道が開けていく中で，より一層厳しい貧困の中に取り残されてい
く少数者を温存させることになる。
⑸非識字と貧困─ブドゥグールの農民の場合
　筆者は年の春に実施した調査に，友人の農業指導者を伴った。ブレ
レン県ブドゥグールの高原野菜畑，ジュンブラ県ヌガラの農地，第㧜ウィデ
ィア・アシ敷地内の土壌などを点検した。目的は第㧜ウィディア・アシの敷
地で，自給自足用野菜栽培の可能性を確かめるためであった。彼によれば，
第㧜ウィディア・アシの敷地の土質で野菜栽培は可能であるが，水の確保が
問題である。水を安定確保できなければ，自給自足は実現しないと説明した。
また，ブドゥグールの高原では農夫から聞き取りをした。その農夫は親代々
からの小作人であり，農業技術は親から受け継いでいた。それ以外の技術に
ついては知らないと語った。ヌガラの農地ではスイカの栽培を観察した。畝
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や栽培技術に問題はなかったが，水を大量に注いでいることに友人はクレー
ムをつけた。スイカの甘みを出すためには，水の供給をうまくコントロール
しなければならない。さもなければ，そのスイカは大きいばかりで甘みがな
く，商品価値がでないと，彼はコメントした。農作物の栽培については，品
種毎の技術が，写真・図解入りのマニュアル書としてインドネシアでも発刊
されている。だが，農夫たちにはそのマニュアルを読み理解する手だてがな
いのである。従って，親代々から受け継がれてきた知識と技術だけに依存し
ており，新しい工夫や創造へ結びついていかないのである。これではいくら
勤勉に働いても増収にはならない。さらに，小作人であるために，作物を改
良してもその利益が自己には還元されにくい。それが勤労意欲にも影響し，
創意工夫へと彼らを導かないのではなかろうか。このような状況を変えない
限り，自力による貧困克服の道のりは遠いといえよう。
⑹高等教育は大学より専門学校
　高等教育機関への進学率は約％であり，その類別として㧞年制大学，高
等専門学校，単科大学がある。だが，その就学内訳を示すデータを入手でき
ないでいる。インドネシアでは，大学卒業が必ずしも就職に有利に作用する
とは限らない。大学が有利な企業等への登竜門とはなっておらず，むしろ実
際的な理論と技術をもった高等専門学校卒業生に対して就職の門戸は広いよ
うである。ワークキャンプに参加したあるインドネシア学生が，「大学進学
の目的は就職への登竜門としてではなく，学問し自らの教養を高めることに
ある」と答えたのが印象に残っている。
　パンティ・アスハンの子ども達の進路も，普通科高校から大学への進学数
は少なく，職業高校を出て就職するか，普通科高校から高等専門学校へ進学
する者の方が多い。観光産業の島バリでは，観光産業従事者養成の高等専門
学校として，代表的なものが㧝校ある。その一つは，バリ教会が運営する観
光産業訓練専門学校・ディアナ・プラである。二つには観光産業訓練専門学
校・マピンドである。これはディアナ・プラの副学長であったスアルタナ氏
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が独立して，入学希望者激増対策として，隣接地に開設した別の学校である。
三つには国立ウダヤナ大学内にあったポリテクニック観光科である。年
に国立ウダヤナ大学から分離され，バリ国立ポリテクニックとして改組され
た。パンティ・アスハンの子ども達の多くも，これらの何れかに進学してい
るのである。
　観光の島バリで安定した収入を得ようとするなら，直接・間接的に観光産
業に関連せざるを得ない。そのためには，需要度の高い専門的知識・技能と
語学力が必須なのである。インドネシアにおける貧困問題を克服する方策は
多々あろうが，主要且つ重要な手段は教育であるといえる。折しも，年
月日，日本政府はインドネシアと経済連携協定を結ぶことに合意した。
来年中にはその発効を目指している。合意案では，看護師，介護福祉士のみ
ならず観光関連の研修生もホテル従業員などとして受け入れる。このこと
によって，観光産業高等専門学校および看護学校への進学者が増加し，貧困
克服の一助になれば幸いである。
おわりに
　第㧛章ではインドネシアにおける貧困の実態について国家統計局のデータ
を分析し，『コンパス』と『バリ・ポスト』の記事および筆者の見聞を交え
て貧困の実態について紹介してきた。第㧜章では，貧困の主要な要因である
就学率と非識字率について分析した。そして，これらの分析を通じて貧困と
低い教育水準が悪循環していることを確認するとともに，政府が採用した改
善策が失策におわり，貧困の度合いが一層深刻化していることをみてきた。
　筆者は，年以降，インドネシア・バリ島において，バリ教会立パンテ
ィ・アスハンで生活する子ども達を通じて，インドネシアの人々の生活状況，
教育と福祉について観察し報告してきた。だが，いくつかの解明すべき課
題が残されている。一つは，歳以上の年齢層の就学率，中途退学率，非識
字率の年次的推移データの分析である。次いで，貧困および㧟歳未満児の栄
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養不足に関する『Kompas』の記事を翻訳することである。そのことによって，
貧困の実像を明確にすることができよう。さらに，年に健康問題に関す
る衝撃的な事実が相次いで報道された。その一つは児童・生徒が学校での休
息時間に間食する食べ物に有害物質が添加されていたことだ。また市場やス
ーパーで販売されている生鮮食材にも防腐剤としてホルマリンが使用されて
いたことが判明した。これら健康被害に直結する重要な時事問題について，
それらの報道記事を翻訳し，健康教育の重要性について明らかにしたい。特
に，子どもの発育と栄養問題に焦点をあて，次代を担う人材育成の基本的条
件について，いかに整備すべきかを明らかにしたいと考えている。
注
㧛　パンティ・アスハンとは日本での養護施設に該当する。ウィディア・アシと
は恵みの家を意味し，バリ教会が運営する養護施設の名称である。パンティ・
アスハン・ウィディア・アシとは，「恵みの家」養護施設という意味になる。
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The Link between Poverty & Poor Academic 
Achievement in the Republic of Indonesia
Rikuo HAYASHI
　The economy of the Republic of Indonesia during the Suharto years, 
thanks to a series of five-year plans initiated by the government, 
developed steadily. Since the economic crisis of , however, due to an 
inability to effectively combat the various crises that faced the country, 
domestic conditions have declined considerably, leading to a growth in the 
number of people living in poverty and an overall increase in human 
suffering. Among the markers of poverty are under-nourishment, inability 
to attend school, and illiteracy.
　In this article we analyze those three markers, relying on data published 
by the Indonesian government	s State Statistics Bureau, and on reports 
carried in the monthly journals Kompas and Bali Post. In particular, we 
have focused on the alarming problem of under-nourishment among the 
under-fives, a problem that has come to the fore since mid-.
　This article is intended to be read in conjunction with our other article, 
“Tasks Currently Confronting Momoyama Gakuin University 	s 
International Work Camp and the Camp	s Future Prospects”, which 
appears elsewhere in this issue.
